
委任 Delegation
AIフルーエンシー・フレームワークの最初の力。どの作業を自分でやり、どれをAIと協働し、作業をどう効果的に分けるかを、思慮深く決める力です。

委任の3つの要素 Three components

課題の把握 Problem Awareness
AIを巻き込む前に、自分の目的と作業の性質を、はっきりと理解する。

プラットフォームの把握 Platform Awareness
さまざまなAIの、できること・できないことを理解する。

タスクの委任 Task Delegation
人とAIそれぞれの強みを生かせるよう、作業を思慮深く分ける。

主なポイント Key points
・効果的な委任には、その分野の専門知識と、AIにできることの理解の、両方が必要です。
・目指すのは、何もかもを自動化することではなく、その時々のタスクに対して、人とAIの最も効果的なパートナーシップを作ることです。
・委任とは「ハンドルを丸ごと預けて、あとはおまかせ」にすることではありません。思慮深く選んで分けることです。
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